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を
「
規
初
型

T
Y
八
に
川
呪
疋
す
る

（
第
二
次
指
令

一
と
九
行
ょ
っ
に

ハ
〉
（
ノ
七
午
七
ば
ま
で
の
全
面
白
山
化
を
求
め
る

f
〉
久
本
）
に
位
山
工
二
～
ド

小
売
い
つ
U

て
は

第

次

指

令

一
年
と
。

次
指
令
い
お
い
て
、

加
川

mp税
制
採
用
同
日
一
期
待
さ
れ
た
の
は
、

ア
ク
セ
ス
存
長
る
中
J
U梓
川
附
の

－
J
ヴ

hp川
町
長

i
（

f
y
l
 機
能
て
あ
っ
た

第
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」
れ
に
お

ア
ク
セ
ス
苅
剥
を

向

次
J
L
h

円
〈
レ
は

川
円
出
規
制
限
悶
の
権
法
号

ト

J

E
ー
：

ω札
一
カ

4

九月
1
U
A
υ

日ハ古ヤ

権
限
に
孔
ト
ヘ
す
る

当
幼
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
で
あ
る

メ
じ
ら
に
お
二
次
ぷ
L
i
に
泣
づ
き

お
盟
可
北
判
明
終
期
の
内
川
わ
ん
を
促
進

（
第
二
次
指
令

ゴ
桐

す
る
た
め
に
、
会
見
公
の
示
問
機
刈
レ
て
の
「
E
R
G
R
G

（何
r
h
c
言
ν

一
口
問
主
己
5

5

C
さ
E
v
r
λ
U
7
2
2
2
4
n
h
R一
口
去
、
一

す
と
れ
ど
口

:1 2 

エ
不
ル
ぷ

l
山
積
は
、
ー
ゴ
し
ば
凶
手
枠
に
J
E
V
h
F石
毛
り
ト
y

さ
え
ら
れ
た

叩
「
〉
「
戸
同
町
内
日
仏
門
乙
』
HW出
足
〉
ド
向
山
υ／
ィ
何
同
亡
叫

μ
「
戸
同
医
片
山
門
門
（
V4FJU仲
間
口
出
〉

H
出
口
山
口
手
、
〉
〈
何
日
中
町
「
門
町
何
同
〉
「
門
店
十
段
、
』
JH（
）
究
ト

PF

「

uhccJV）1
1
r
て

～

3
～
f
i
 

7
1
一

百

力

の

は

当

化

ギ

JJア
ス
円
司
出
化
に
川
～
ζ
f
J
M
－
す
）
け
る
－
℃
を
小
11
〆
げ

2
可

H
H
3
為
3
J♂
H
U
5
5
4
7｝
刷
出
ぺ

HNH
己
主
戸
三
プ

ズ
ヱ
G
一つ
Z

T
一二
2
3
M
d
U
F
O
5
p一
7
m
t
ア
J《
ご

J
Z
｝
除
で
に
ふ
て
戸
い
わ
さ
F

Z
ケ
（
戸
山
八
一
円
ロ
J、月一円
4
9
χ
E
日Z
己
記
（
）
で
ケ
（
A
2
－huy
－↓リハこに

つ
〕
、
円
。
巨
阿
久
間
｛
円
）
5
4
2
3
6
A｝C
＼日叶叶＼何片山門い

一、G
＼
円
ヘ
ニ
ロ
炉
問
一
ロ
ロ
2
4
t♂
匂
ハ
ズ
ピ
山
巧

π［L
ハ

戸7
一
山
2
（
ぐ
と
】
ロ
ラ
ロ
出
。
門
別
一
y
y
H
T
同
三
回
け
さ
ま
】
ド
ガ
ロ
Z
A剖
PF
口
印
え
HC門出川
U

三
－
宵
同
〔
判
r
L
2
2
2
M
知
正
（
AGEd）のど↓
0
】
円
と
っ
と
M
何
〕
三
四
社

F
2
C同

【

Z
Z一
氏
〉
七
三
品
、
一
AWお允ユヰ】「
Y

E
コ｛〉｝キ｝／～

JL
一×

r
｝
〉
「
｝
｛
〉
｝
】
〔
一
昨
今
ど
｛
宍
（
HJK
「
Jtr
〉
ア
一
一
）
勺
（
｝
｛
丈
〈
日
旬
ム
ヱ
士
｝
出
（
い
え
）
戸
川
）
守
、
－
A
Hお。

（
安
い
品
川
ケ
パ
電
郡
山
レ
一
そ
の
他
的
部
川
i
l
y

内
会
計
付
加
は
う
ち

L
7
0
ん
、
口
店
化
対
象
需
要
Yけ
と
子
の
怖
の
山
治
安
苫
に
川
対
す
る
山
帆

lv
い
つ
＼
一
ト
弘
会

計
ヘ
A
駐
日
か
求
め
い
り
ふ
バ
。
c

さ
ん
い
、
次
一
ャ
、
指
令
は
、
持
抗
日
ー
が
一
紛
争
解
ル
ハ
」
の
口
め
乃
見
日
間
認
を
花
街
寸
乙
こ
と
を
江
め
乙
第
一
刀
山
相
官

9 

c 

' ' " 〆一、

4
1
 

（町一

T
5
0
リ

A
A別
的
判
務
L
7
品目
γ

江
川
点
、
持
ん
じ
長
江
現
」

（

ι＼
γ
ク
七
ス
j
衣
蒋
付
け
ゐ
一
周
目
別
T
F
A
－－
H，H
L
H
v
m
H
Z～ト
R
2
1に、

一、↑
f

ク
ト
ス
ヘ
ヰ
↑
U
－
4
一
観
念
じ
な
い
一
ギ
給
ヘ
与
間
以

七
乃
夫
、
一
八
走
。

y
ク
ヒ
ス
の
父
渉
を
義
務
付
け
の
「
父
性
型
j
F
A
、
そ
し

Z
5
2
M
2
2
コ
）
一
の
一
っ
か
じ
、
川
氏
の
選
以
を
伝
め
る
九
情
説

沿
うシ
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ヘ
ロ
仇
次
川
市
中
に
つ
一
し
＼
柴
出
m
F
I
E
T丸
一
お
け
令
市
場
え
配
力
の
汁
ン
ト
U

ル
に
電
力
じ
主
J

／
ユ
リ
ス
ト

1
〕
八
百
ハ
一
一
ハ
一
（
ノ
一
じ
／
「
一
九
九
一
mm

ベミ一
J

ま
に
「
同
同
y
h
L
Y

一
超
え
た
7
7

ケ
セ
ノ
、
寸
】
則
（
国
是
己
1
3
H

（
何
（
）
お
話
、
山
一
）
三
一
。
川
だ
き
れ
た

（
日
～
（

P
2
2
1
2
5
4
L
V
2
2
5
v
g丘、

E
C千
竺
ま
七
、
加
担
問
視
制
絞
悶
が

nH山
に
奉
加
す
る
一

C
E
E
R
2
2
一一一一一二？とさい
V
Eニ

何ド
wmHm〈
H
N

主
己
E
v
R）
」
九
九
F
υ
一
さ
れ
た

E
H
C
R
G
J一C
E
E
R
内
情
此
は
、
被
版
、
活
動
は
は
は
主
な
！
パ
ノ
、
中
缶
、
仁
E
i
R
U
E

D
G
E
む
の
作
主
部
会
｝
レ
亡
快
眠
オ
る

へ
号

第
一
次
応
令

（

」

J

ご
ノ
デ
；
別
一
調
査

二
九
一
（
ハ
）
六
ふ
一
か
ら
開
始
さ
れ
た
零
れ
八
豆
町
中
総
日
1
J

に
よ
る
ャ
ぺ
ケ
タ
；
別
調
査
は
、

0) 

閃
2主
門

.• i: 
γ ♂ 

千崎 巾

'- 上初_,_ -＇、
／司、ノJ

附
ーレ

時
σ〉
；言

巾
地
生
f
午
、

円
件
、

料
全
、

しつ

ハ
ラ
ン
ン
ン
ゲ
市
場
な
ど
に
つ
ド
で
、
幻
二

れ
し
「
ん
川
弘
、

々
日
川
向
日
州
市
場
に
つ
い
て
、

あ
り
日
れ
も
新
規
多
マ
ヘ
若
は
、

他
の
川
山
明
l

川
同
い
の
ほ
訂
ド
一
主
主
刊
、
み
の
う
た

し
か
し
第
二
次
這
令
に
「
三
ご

ET ：に j0•ci'.o立IJ;:j場合、・I・

t
、
ヨ
境
吋
取
コ
フ
ば
？
分
L
M広
γ
八
戸
れ
L

ぷ
か
コ
ナ
れ
ョ
成
時
刊
述
。
一
ハ
に
つ
き
、

既
JhnH
主
警
告
は
送
電
吉
間
以
拡
に
へ
の
イ
ノ
七
ン
一
T
p
f
ブ
を

存
E
ボ
H
止
を
迎
山
と
｝
た
一
点
…
マ
事
長
苔
に
よ
る
γ
ヶ
七
ス
h
J
e
j
h
刀
L
は
し
は
問
題
こ
右
っ
た
。
ま
た
、
古
関
直
ご
い
に
規
制

山
市
山
町
ほ
お
よ
げ
送
吊
が
呉
な
り
、

山
取
引
の
ぷ
透
羽
生
日
？
回
収
間
取
引
の
除
古
に
な
っ
て
い
る
L

指
摘
さ
れ
た
υ

日

加
問
M
Wいに

t
る
弘
芹

f
業
什
の
h
M

ヘ一一
1
1
J
h

門
店
品
と
な
っ
た
J

規
制
自
民
お
よ
び
吋
早
川
の
犯
逮
は
、

さ
ら
い
、

J
J人
八
十

k
r
貼
仰
を
浬

相
盟

E
問
の
市
場
構
造
や

J
；
〆
一
、

l
J
1
7
 り－

刊
Jω
屈
に
周
ん
わ

こ
の
よ
う
な
事
象
が
ど
ク
タ

l
引
制
作
の
背
京
に
打
付
し
た

ピ
ク
タ
1
町川村州
J
h
l

で
出
旧
同
相
さ
れ
た
沢
刀
市
場
の
諜
町
叫
に
刈
処
ヲ
ふ
も
の
で
あ
る
）
市
＝
次
指
令
は
、

第
＝
次
出
制
令
は
、

E
U
の
1
唱
力
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巾
有
二
お
T
7
J
宗
門
担
！
こ
｝
ィ

f
J
L
j
』
二
一
ロ
一

J

ノ
ト
ヴ
ャ
ク
ヘ
の
非
三
別
的
な
ア
ん
／
七
ス
の
必
受
性
、
勺
山
川
淵
同
汁
一
り
現
制
仁
つ
い
て
収
放
の
岳
山

性
を
治
指
J－7
2
Q
J

ま
た
zU
力
、
の
安
定
供
給
に
、
ハ
パ
一
升
境
問
刊
連
兵
一
の

そ
の
［
ご
第
一
次
指
令
は
、
実
効
的
な
ア
ン

ゴ
桐

パ
ン
ド
ル
、
ぷ
明
井
靖
明
機
関
川
リ
独

υ一
性
の
流
促
、

E
U
M
M精
機
巧
の
一
日

υ
、
T
Q、
一
り
閣
の
ほ
M
M改
昔
、
そ
し
て
一
所
烹
者
深
夜
に
つ
い

亡
、
ヌ
体
的
施
京
を
一
不
す
n

げ
市
一
次
指
令
は
、
斗
初
、

／ー、
＼ノ

ー
一
月
一
J

古
川
刈
法
化
の
矧
担
2
L
t
h
一

二
一
）
ア
〆
バ
ン
k
l
ル

第
＝
次
指
令
は
、
一
切
加
盟
区
間
戸
誌
を
定
え
た
供
料
、

な
主
治
い
よ
心
状
給
が
最
裂
な
と
こ
ろ
、
、
山
屯
部
門
M
v
E
Jは
統

ム
企
業
ー
か
ら
州
知
l
J
し
て
い
な
け
れ
ば
、
送
電
部
門
の
運
用
お
よ
U
送
電
糾
へ
の
投
資
に
コ
い
て
ふ
み
か
け
7
L
ふ
と
す
る

ヂ
こ
一
で
第
j

次
指
令
は
、
送
電
部
門
に
つ
き
、
第
二
次
店
令
ま
で
の
余
計
分
取
、
機
能
分
離
、
状
的
分
舶
を
i
nい
る
グ
ノ
ン
パ
ン
た
ル
の
実
行
を
加
監

司コ－
P
ハ
うJ
－

u

f
l
J
b
i
’
 

信長亨
そ司

の
選
択
肢
は

」
で
為
る
、
一
一

5
0
が山
T

一
定
制
を
所
匂
じ
管
刑
す
る
？
ム
S
O
の
狽

「
「
所
有
ハ
刀
椛

す
位
い
を
求
め
る
に
お
二
次
冷
令
－
J
可
能
C
あ
っ
た

が
桂
子
u
訟
め
な
い
｝

的
主
分
祉
に
お
い
て
、

T
S
O
 
送
疋
紅
の
所
来
い

苫
）
い
ア
送
υ
匝
紙
に
か
か
る
投
去
を
行
な
う
一
第

一円山
z師
ム
了
九
条
月
三

第
一
丹
選
択
肢
は
、
「
1
5
0

2
2
2ご
♀

V
2己
C
門
）

で
あ
る
こ

I
H
G
h
J
送
尾
市
門
を
管
辺
す
ム
v
i
s－
υの
鋲

J

仰
を
求
め
る
ヮ
送
電
精
力
ャ
I

川
右
に
つ
い
て
は
、
第

次
情
ん
下
い
L
K
い
、
克
電
・
小
tu下
wTれ
か
ら
の
法
的
分
維
を
求
め
る
の
み
で
あ

る
n

I

δ

ひ
が
滋
1
司
部
門
に
カ
か
る
政
資
日
一
μ
阿
を
治
定
し
、
辺
屯
川
川
町
有
者
が
資
金
ガ
ー
を
負
担
す
h
v

（
第
一
次
指
令

ーこ

L

0

4イ
い
九

r
一

第
の
一
喧
択
作
品
は

I
1
0
 

rあ
ん
そ

E
T
O
が
送
屯
制
を
－
川
二
一

L
雪
舟
？
一
ヲ
る
に

ロ
〔
｛
伶
℃
内
尚
己
。
ロ

rch山口
刀
ロ
ピ
小
山
小
ふ
戸
O
ロ

持
株
会
社
形
践
は
可
能
で
あ
る
ヂ
、

I
1
0
の
州
出
力
也
を
求
め
る
〈

具
体
的
に
、

i
r
oに
は
恥
枠
山
崎
同
心
設
笠
が
求
心
b

れ
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F

《
｛
け
入
d

ツ／，

z
J
l

（
〕
糸
台
、
ま
た
梓
別
一
七
お
を
町
ん
か
屯
す
る
た
め
の
コ
ン
ブ
勺
イ
日
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
む
一
ル
ン
、
そ
の
主
↓
ー
や
一
ー
ン
／
ヲ

f
F

（
川
同
次
猶
〈
ド
二
一
九
ヘ

シ
ス
オ
ソ
ノ
ー
什
に

r
h
kさ
ゼ
ブ
守
い
が
求
め
ム
れ
る

ー
γ
Oが
送
一
自
制
に
か
か

配
弓
山
間
リ
ん
、
小
光
部
門
に
カ
か
る
ア
ン
バ
ン
ド
ル
は
い
で
っ
か
「
第
一
次
北
令
は

υ
s
o
 

相
治
、

E
』
じ
決
定
に
つ
い
ご

垂
直
続
行
企
業
十
打
独
f

止
し
て
い
る
こ
と
を
求
め
る
ム
丹
灯
、
一
引
↑
村
山
分
離
は
ぶ
則
一
九
い
す
る

へ
川
市
二
次
桁
〈
I

二
六
条
一
ヨ
コ
紀
末
純
へ

の
非
主
初
計
な
T
Lア
ピ
ス
は

幅
持
が
大
き
な
汁
思
ト
い
な
h
べ
な
い
～
一
と
か
り

川
井
巴
一
同
州
じ
か
か
h
v

そ
れ
よ
ハ
リ
も
大
さ
な
時
期
」
じ
な
い
わ
v

ザ／

r、

'・' 
が
求
付、 1ω（ノづ

らた
il 
たでそ
こ竿
と
lニ垂
な I白
しミ五統
c ノ、

じっ
進
［ 
品

卸
カマ

指
引ペ
ミ

11 
る
沿
グ〕

の

E
1
の
屯
？
リ
市
場
げ
は
布
に
お
い
て
小
売
却
山
内
内

γ
〆
パ

bつ

J
4
3義
官

＼

3
7
4市

17ιrr

法
r

一
一
次
冷
令
に
半

7
2王
じ
、
引
停
国
対
一
制
問
山
間
は
、

そ
の
組
殺
お
よ
び
権
限
を
大
き
く
具
に
？
〕
ご
む
り
、
域
川
一
の

帯
一
い
（
ぷ
’
規
制
を

小
刊
誌
に
し
て
い
人
／
υ

そ
こ
f
～

E
R
G巳
G
に
代
わ
る
七
仁
レ
て
ル
む
の
新
た
な
伐
院
と
ヲ
〕
げ
に

A
じ
E
Rが
制
限
xJυ

A
じ

ι

日
は
，
J
小

野

f
l

運

宣

｜

加
同
国
税
制
機
闘
か
ら
独
す
し
た
組
俄
で
あ
る
）
川
境
問
灯
、
引
に
か
か
る
特
定
問
題
仁
っ
き
、
拘
一
胤
ハ
ハ
あ
る

ET ：に j0•c i'.o立)J;i1場合、・I・

A
A
C
寸
止
は
、
い
山
間
ョ
淳
司
機
河
川
協
ゎ
ケ
ド
r
J
ι

議
J

ヲ
ム
ω
と
L

も
に
、

一コ
t

｜
可
乃
吹
刊
ン
く

ψ
で
わ
，
美

一

1
l
E
C
L
J
一

J

：（
1

Y

一
山
続
的
技
安
二
酬
を
パ
げ
迎
L
r
J
Q
D

いh
u
m
川
町
内
税
制
博
司
に
つ
い
て

訴
た
に
改
訂
か
ら
の
独
立

2
J

也、
ιυ
ヘ
r
ト
l
占

μ川
刈

J
J
J
4
7／

l

（
政
治
的
独

υ
社山」

を
求
め
る

辻、

指ノミ、

宇
由
サ
｝

二
五
条
川
淵
コ
ハ
第
二
次
指
令
は
、
」
札
盟

E
規
杭
檎
州
叫
に
つ
い
て
、
半
業
苦
か
ら
の
独
f

げ
や
一
ド
ル
巾
め
る
の
み
で
あ
っ
た
に
第
一
次
指
’
I
は、

出
川
川
国
却
用
紙
機
関
に
、

げ
合
切
開
匡
に
お
け
る

μ
間
化
の
位
逸
話
制
だ
け
む
は
な
く
、

市
場
統
合
の
た
め
に
、

也
市
綱
の
M
l
互
民
系
に

か
か
る
協
川
を
な
す
べ
一
き
こ
と
を
求
め
る

戸
市
次
山
市
令
一
一
一
八
条
二
項

τ

I li:J5 i2C Ii. :3] 阪人；L吊）li2切りj



J
C
り

FL

ハハ叫

次
お
ふ
は

i
s
o刊
の
協
力
じ
つ
い
て
も
述
べ
る
）
お
次

」
れ
ら
川
叩
叫
い
川
吋
円
規
制
限
開
問
の
池
ね
だ
け
一
工
公
／
＼

,,ii 

日
両
ム
ー
に
よ
れ
ば
、

T

5

0
の
一
問
中
安
な
際
詑
は

二
高
＝
一
円
山
～
咽
〈
ド

条
h
号
）
、
第
一
次
婦
人
下
は
F
ノ
〉
バ
ン
ド
ル

市
場
町
紘
ん
は
で
あ

ω

ゴ
桐

に
つ
い
て
安
数
の
選
択
枝
を
↓
不
〕
と
お
り
、
践
内
に
ぷ
々
な
T
S
O
Y
J
M山
刊
す
る
こ
と
も
子
怨
ι己
わ
た
一
J
佼
絞
め
異
な
る
「
5

0
は一汗…同

論
の
収
絞
を
制
維
に
す
る
川
能
注
を
持
つ
ハ

r
sり
い
い
川
人
を
拘
引
す
る

R
X
1
己

O

E
は
、

X
T
b
G
E
J品
、
九
｛

R
Kと
4、
に

ネ

y
t
ワ
ー
ク
ア
L
7
ノ
七
ス
ヶ
か
か
る
ル

I
ル

0 

よ
了下

京目
的 ＇i'e
l グ〉
Id 

l芋''° ~： ;z .f: 
－」 jiゾ

る! ーで

る

ι 

へ一以
J

｛》
U
P
A
｝岡戸高三時
5
4
】欠
2
3
3
2
－R
U
2お
J～日
2
4
A
弓｛「丈一三
J
J
臼
｛
（
（
k
X
）ふ）日叶半

ト

y
E
U
抗
争
法
L

三川で必ず州市
γ
六
宇
治
長
一
口
在
一
百
八

L
R

（
一
ハ
一
午
）
J

一
、
川
＼
［
L
C
Z
に
よ
る
【
山
口

F
Z
の
円
収
合
山
地
ぃ
、
ス
ベ
ィ
ゴ
は
山
川
町

N
M
H収
香
川
止
し
ー
で
つ
と
し
れ
こ
と
は
、
そ
の
犯
し

vfu何
で
』
一
ゐ

M
2

戸牛
wyJη

戸《）づてロ凶ヘ
y
↓『ニロ）一

の
人
斗
叶
J

ーと
i
J
r

、

tμ

一

小
川
川
他
存

R

U
電
心
市
川
崎
山
刊
市
化

間
ご
X
＼｝

dLhzaw
内
一
矢
内
い
三
ぺ
＼
（
し
ご

（
O
ロ」コご決
2
0同一
J

（《〕「
Jdd
】
広
三
《
〕
「
川
印
》
FMコJ
［

M
C
r
（）氏
J

R
（，目ん

三
七
と
戸
｛
ヨ
ム
）
ぷ
ロ
（
一
一
回
】
ム
］
（
hNam－
－
o
門
（
口
問
』
ソ
広
い
］
ゴ
－
ロ
z
L
J
T
3
2
5
ロロユ
P去
一
戸
JL
出
わ
）
門
。
っ
こ
F

1
℃
三
戸
ザ

］ 

ー

－ 
~ 

~ , 
~ 

（
］
じ
？
＼
C
U
3

（
ピ
コ
ヨ
ヨ
ま
さ
コ
｛
日
C
Z
F
2
T
J
〔
万
＝
。

ヘロ

持
ム
ド
読
ま
で
の
す
引
き
γ
コ
い
：
、
北
山
由
ベ
円
以
岡
山
惇
同
一
送
乞
部
門
か
り
門
ロ
よ
一
波
州
三
－
一

4
4
w来
日
度
改
革
の
効
向
L

竜
丸
山
？
ー
ヘ
附
究
庁

〆
／
）
円
、
ヰ
）
怒
附
批
令
伎
の
動
支
一
に
つ
一
＼
工
、
加
凶
泣
い
に
よ
る
わ
た
ョ
江
化
的
子
ム
ん
清
も
止
め
、
待
恋
、
十
七
汗
九

I
R一弘

報
1
4
u
J
0
3
J
Mぶ

欧
州
に
お
け
る
以
恒
却
門
ア
ン
ハ

k

川
ン
ゲ
の
羽
抗
と
許
…
仙
一
屯
力
中
央
対
究
所
同
I
U
主
口
ペ
一
三
（
）
へ

（
山
一
前
市
ニ
ケ
山
パ
弘
山
ム
パ
一
y
グ
ノ
プ
一
計

「
山
、
コ
〆
ブ
－
「
イ
ア
ン
ヌ
オ
プ
J

刊
は
耽
普
段
阿
古
臼
ム
…
一
一
ッ
ゐ
。

（
山
総
二
次
拾
令
ハ
ヲ
プ
一
ノ
7

ハ
州
方
、
山
町
也
部
引
い
の
J
1
有
ん
ん
矧
が
以
茶
ぃ
一
江
沼
F

な
ふ
り
は
時
同
川
ハ
リ
山
川
辺
寸
る
町
内

ζ
3
5

ぐの
ZEMm
］同
η
0
2
2】〕戸
2

2
」M
L
↓｝
η
ハJ3三
泊
。
以
J円
v
h
N
G
2
5ぬ
同
庁
三
向
己
主
泊
三
℃
Z
J寸
＼
r
］N
P
J
2
2
J
V時J
「〕へ》同三戸
PJd
－
dhML
同
－
百
七
】
円
hd
門
戸
コ
山
内
Z
H
F

いい

九九川）京ノ唱。

同
店
ヌ
ヤ
ズ
示
〆
ヘ
」
一
一
一
M

｝千戸（日。戸川）荒ペ，
L
u
r

（
ヨ
ハ
力
軍
部
門
〉
一
小
川
出
門
門
主
直
社
合
に
よ
川
、

市
川
十
門
一
喝
ぽ
み
YJ
人ら
A
F
r
が
川
き
ノ
＼
筑
争
促
返
に
は
、
一
川
製
苦
心
長

r

引
所
、
仁
註
促
近
寸
る
に
止
の
－
LJr仁
が
主
祝
さ
れ
ど
し
る

内
巾
「
だ
の
京
争
へ
の
忌
響
が
川
良
と
な
A
U

が
、
ゾ
引
の
ヶ
つ
に
が
っ
え
ら
れ
て
日
ゐ
r

お

虫、

ノ
ル
ウ
ェ
の

1536 〆.ZliI 'I. 3〕／以よ、it宇） 6S (61(11 



心夫
M
W
〆
つ
百
J向
、
「
回
日
m自
主
HWJL
立与
H
E
d
E
m
M
T
H
F
l

ニJ
0
2
R
E
R｝円買い
f
z
r
同
〈
同
E
F門
戸
内

E
百
五
一

H
M
4
E
C
H
t〆
門
門
戸
〉
Vム
同
除
吋
「
円
4rvHいC
－
何
4

2

宗，
J
刀
［
（
コ

J

手
J
Z
Uん
Z

2
明

J
Gんへ｝勺同

E
V
F
5
1
v～
∞
活
き
山
町
、
J
第
一
に
弦
電
÷
崎
に
つ
レ
〈
午
、
止
前
統
ム
川
に
は
i

崎
父
島
い
れ

対
す
る
リ
ソ
ハ
ク
川
性
JT
リ
め
匂
メ
リ
y
L
0
4日
一
抗
予
れ
て
お
り
－
野
H
1
2訓
jJ
「
欧
刊
の
百
万
取
一
パ
ル
一
円
白
吃
一
～
本
電
気
品
会
話
間
品
、

一
行
〈
ハ
凶
年
）
九
頁
者
間
二

7
J
バ
ン
ド
ル
い

i
Iい
い
メ
リ
y

h

へ
の
配
慮
LJ
記
長
1
z
h
れ

る

い

メ

リ
y

n

山
子
市
川
川
か

q

f

J
パ
ン
Ih

ル
（
）
吉
山
八
日
J
f
で
は
士
く
一

1
v
r
F
Z
E
E］［七
2
2
H
じ
E
n
）
」
ご
仇
ノ
、
弘
北
ん
一
同
一
能
ト
々
の
切
り
出
し
へ
本
手
分
帳
」
が
古
じ
ら
わ
の
こ
一
か
一
ふ

る
一
日
J
h
C
Mご
門
戸
主
糸
口
〆
＝
斗
［
J
Z
2＝
札

n
R何回吋》
J
Z
F
U
何一門戸吋

hヰ川
Y
T
t
T
1

〉円、
Cコ
句
冗
C
己
主

h
c円〈
2
河内
URF
（いお
O
A
と
ih＋ゃい一

川
以
刀
勺
四
日
出
向
戸
、
一
口
（
何
A
l
J

）
U

］山出（エ）む

ヘ山パご

λ
t
L《一一売
3
h
h
p
工
一
三
CJ
コ
L
2
3
一コ↓コス
7

一
一
つ
ご
包
丈
一
円
C
2
2
2
4

コ
一
抑
コ
ヤ
J一♂へじ
p｛
X
T
J
日
〉
一
、
｝
JICU
｝ーとで
Z
T
J
X
t
J
4
〉
dSH
シソ
L

＝

円J
v
F
H門
J円
Hmw印戸↓何印（い
NCH品、、山戸円かの

（
目
、
従
山
、

r

－
b
O内
心
協
h
川
は
、
九
九
人
牛
に
れ
怠
組
制
帆
／
一
戸
市
一
三
日
一

5
れ

で

5
円
乃
は
治
、
ス
フ
ケ
ノ
↑
、
レ
グ
が
い
し
出
く
参
加
「

ω

7
H
i
レ
シ
ス
フ
北

i

F
ム
一
に
お
い
く
行
な
わ
れ
て
い
た

へ幻

E
r
1
5
0
R
に
つ
一
い
亡
、

F
Y山手三一
JFr
二
号
一
之
｝
研
（
ど

5
L
2
ニ
宅
コ
皇
内
向
【
2
2
ちへ

mukズ｝
z
x
q
－Hニ
山
口
】
目
、
イ

J
亡
日
｝
｛
戸
｝
｛

y

何
ぐ
何
日
何
回
（
｛
同
J
W
F
b
u
w
q
〉
ヱ
ロ
司
（
）
「
』
〔
川
町
出
叩
さ
何
印
（
μ
C
H
ι
y
p民
p己
主
JV日

EUにおける屯｝） C~J~詩己k'i'·

】

H
2
1人
事
円
ノ
往
生
ワ
ロ
リ
リ

叩
ヰ
乙
す

1
7
7

・Z
L一円
7
ノ

f

）
送
付
尾
知
に
か
か
る
投
戸
イ
ン
セ
ン
一
T
J
プ
の
確
保

の
よ
う
な
経
セ
泊
、
明
度
υ
戸
山
長
調
J
L
1

に
か
か
る
杖
資
イ
ン
セ
ン
一
y
ィ
ブ
確
仮

E
U
に
お
け
る
幻

の
不
ツ
「

ワ
ー
ヶ
庶
業
に
お
げ
る
規
江
改
革
と
の

そ
し

C
一切

E
U法
に
h
之
江
ず
る

E
［
L
f一
方
叩
町
一
と
の
判
？
げ
と
い
、
つ
二
山
に
、
正
日
し
て
、

保
く
杭
討
し
て
み
た
い

ア
ン
パ
ン
守
ル
ず
な
り
ち
先
送
百
一
わ
ん
離
は
、

E
U
の
税
制
F

日
中
に
お
い
て
、

活
に
中
心
的
ん
川
占
ー
で
あ
う
た
第
二
次
ほ
ん
Z
M
所
有
一
分

＇！；人／、 i');".')G2 (S I) !ri'.17「2(11:i. .1 J 



,,ii 

rv肘
♂
一
い
へ
r
b

ム
エ
な
ア
ン
バ
ン
ド
ル
奇
ゐ

し、

1
5
0
お
よ
び

I
T
O
を
次
芸
こ
す
る
に

I
T
O
は、

7
ン
寸
ツ
ド
ル
に
反
町

い
わ
ば
一
次
協
の
監
物
と
〕
ご
ぷ
げ
ら
れ
L

す
る
加
問
司
の
的
き
か
け
L

i

j

ハ
同
次
猶
〈
ド
に
つ
い
亡
、
日
何
回
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
ア

ゴ
桐

ン
パ
ン
ド
凡
の
制
度
3
4
t
に
心
い
て

に
か
カ
る
一
ア
イ
ス
イ
ン
七
ン

T
4
1
i手
伝
ア
ク
tし
7

へ
佐
川
ー
と
い
う
円
刊
の
ほ
か

ア
J

ブ
か
ん
抑
制
す
る
い
門
t

が
重
刻
さ
れ
て
い
る
占
、
に
あ
ゐ
υ

そ
LruHU打
h
v

仁
お
い
亡
、

ア
ィ
／
の
什
包
は
、

充
電
部
門
ト
お
け
る
投
資
イ
ン
セ
ン
ワ
／
ノ
の
問
川
町
出
よ
ハ
リ
J
h
、
月1
安
ナ占
師

占
と
え
tL 
て
モュ ［ご

たD小
" .•《、

ノサ

投
資
ノイ

／ 

ン

こ
の
よ

所
有
分
析
m
に
は
、
送
4
u
m
判
に
か
か
／
。
投
資
／
〆
ピ
ン
一
ア
庁
ブ
を
掛
川
F
Z
的
に
担
叩
す
る
と
の
意
慌
が
あ
る
じ
ま
た
、

I
S
Cは
4
2（
ト
心
開

係
役
じ
兼
任
の
だ
止
に
よ
り
川
市
造
的
に
そ
の
独
力
也
市
v

似
wK芦
れ
て
お
り
、

そ
の

i
s
oが
投
資

A
削
λ
T
M
K
一止
v

一
ヲ
る
こ
と
も
、
送
電

相
に
か
か
る
投
資
イ
、
〆
ゼ
ン
テ
ィ
プ
を
場
法
的
に
担
保
す
る
L
Y

一
の
意
味

i
あ
る
飽
方
、

T 

0 
は

い
わ
ば
第
二
次
憎
ん
ロ
に
お
け
る

い
さ
ら
に
段
格
な
仰
と
が
「
川
佐
保
の
ん
：
ル
を
設
け
る
も
の
で
お
る

／
て
の
仙
川
↑
す
怜
政
仰
悼
の
ア
段
止
、
州
問
、
ね
行
動
的
指
告
で
あ

る
r

そ
こ
で
NA
一次、持ム
μ
は、

l
i
O
が
行
士
、
つ
送
霞
桝
に
庁

I
T
O
の
投
資
イ
ツ
ゼ
ン
」
ノ
イ
プ
か
悩
な
わ
れ
る
こ
ど
の
な
い
上
、
η

、

か
る
M

収
資
に
つ
い
J

、
以
下
の
「
で
の
ノ
な
民
的
併
な
一
？
阪
や
設
け
て
い
る

，、，
i

、』

ゾグム
J
J
ノ
l

会乙
r、、

ま

J
7
0
は
年
qi

ハJ
J
t

問
に
わ
b
J

る
投
託
社
E

J

W

ノ
前
屯
す
る
に
目
立
絞
r
円
八
γ
烹
は

川
投
資

A
問
に
向
ι
J
す
る
と
〆

さ
れ
る
、
ほ
資
！
山
斗
は
コ
ン
ソ
ラ

f
ア
ン
ス
六
4
7
f
品
り
や
泊
J

て
加
盟
可
足
羽
絞
河
仁
川
河
出
δ
れ、

るラ

l

／
7

ノ一プイ

ア
ン
ス
マ
ブ
f
ル
リ
l
J
H

垂
止
統
ミ
企
業
が
投
資
訂
倒
空
ヱ
よ
仁
に
れ
ト
山
1
m
mむ
ぽ
を
示
す
場
合
に
は

ト4
国
河
堺
市
地
司
、
間
一
ド
叩
相
川
古
ず
る

E
U
に
お
い
て
、
送
電
怖
い
に
か
か

pω
投すれ
J

ン
ヒ
ン
一
y
ノ
ワ
雌
州
市
は
、
競
争
政
議
！
一
の
古
品
に
加
え
、
占
場
統
合
、
お
＆
ぴ
公
正
お

な
工
、
不
ル
ギ

l
供
給
を
達
成
づ
奇
心
と
の
主
友
を
持
ワ
U

F
b司
同
連
系
の
お
一
ご
カ
い
ノ
域
内

γ
複
数
の
地
域
じ
場
umJ

存
れ
ん
し
、

ι仁
子
屯
h
一
じ
場
は
、

一色一

そ
の
統
合
市
’
正
安
全
段
策
州
市
山
地
ー
に
な
づ
亡
さ
と
η

活
電
州
問
、

ι々

に
刊
境
問
序
系
線
日
か
か
ゐ
投
資
イ
ン
七
三
ア
ノ
イ
り
耐
旧
日
刊

hu、
市
場
統
合
の
リ
舵
か
ら
主
安
な
政
策
謀
思
で
あ
る
ま
た
、
号
、
員
会
は
、

ボ
ト
ル
ネ
ノ
ク
部
門
出
分
砕
い
よ
る
品
川
沼
市
北
部
門
い
お
け

1538〆.ZliI 'I. 3〕／以よ、it宇） liS (6 12; 



る
投
資
イ
ン
セ
〆
ア
r

ブ
の
確
保
、

お
《
一
ひ
同
境
問
述
系
的
強
化
は

川
J

の
安
定
的
yo
ヱ
永
ル
ギ
供
給
γ

い
資
す
る
と
」
ヲ
る
｝

一
一
）
ネ
ノ
ト
ワ
l
ク
こ
サ
ピ
↑
人
の
粁
げ

E
U
に
お
い
て

電
力
出
場
内
出
制
改
ホ
ー
は

六
八
ぺ
V
A
ν
I
代
役
「
か
り
始
ま
っ
た
ネ
ソ
ト
ヮ
i
L
7
M
h
wふ
ん
体
い
少
か
る
長
川
町
改
革

ν、

そ
の
進
い
い
｛
は
一
時
業
ご
と
に

R
主
る
U

T
山
力
市
湯
ぞ
邸
矩

h
場
ト
つ
川
て
、

ズノ乃
H
A
T
江川、

口
！
？
条
約
九
冗
条
「
現
在

の
ん
以
川
口
市
能
条
約

四
条
）
に
よ
／
。
域
内
日
場
関
述
市
l
い
の
摂
止
を
似
拠
と
し
て
、
別
抗
改
市
を
進
め
れ
r
u

同
条
に
つ
い
て
は
、
間

' ' hム

σ〉
J: 
ノ
I ,, 
tll 
M 
tr! 
定 （！）

,; J 部
制主主
約カず
に必
J 当t
ib ＂＇で
法｝

屯
力
市
場
改
ホ
コ
ノ
レ
と
し
は
し
ば
安
μ

い
い
ん
ロ
と
加

m
Fと

僚
埋
示
会
、

円
九
干
の

他
方
、

ロ！
i
マ
久
夫
M
T
M
八
ム
ハ
ネ
Lr

L
h

ト
i

市マゐ

五
%
混
住
川
山
坊
の
札
制
改
革
に
つ
い
て
、

大
久
川
只
ム
古
川
件
、

」
ペ
ピ
i
i
1
 

公
b

t
主
に
fdす
れ
九
規
制
ふ
摂
拠
し
Y
F

ぶ
＼

税
制
改
苧
ふ
汲
め
た
ο

同
僚
弾
事
会
、

い
九
人
に
つ
い
で
は
、

(1) 

以
jtc P¥ 
先iけ1
7三；，，
の会
ici'. と
v通グ〉

：こ，ii1
4 整
るil土
司、
訟
に

ふ
め
り
、

百
気
通
信
市
助
に
つ

v

て
相
バ
的
に
阜
、
い
l

い
川
出
品
川
改

ιが
進
め
ム
に
い
た
の
は
、

ET！にj0'ci'.1立IJ;:j場合、，y,

力も
が「H
1動気
い鴻
7 片二

y 市
さ J：＼与

し冶 '' 

る氾と
は

お
い
片
い
規
制
改
主
仁
政
治
的
公
明
い

ソ
ん
固
に
ν
ん
す
る
同
際
放
争
力
強
化
こ
の

の
下
、

こ
れ
ら
の
白
ん
か
ら
は
、

十
一
ハ
ケ
市
場
に
え

L
F
＼

十一日気日明
1
4
P

門
市
場
い
ぶ
り
る
規
制
改
中
は
よ
り
強
h
三
な
ハ
っ
そ
う
で
あ
る
「

V

が
し
十
土

阪
d

一土、

五
ハ
ん
市
場
い
お
け
る
万
一
刀
、

竜
丸
通
信
心
掛
い
お
け
る
よ
り
b
、
民
制
改
ー
す
は
よ
れ
強
h
M
と
も
弓
え
る
の

よ

》

土
P

／

y
f
i
7
ユ

バ
〆
！
？
ル
に
均
し
て
、
電
力
市
場
じ
は
所
有
分
離
が
川
良
さ
れ
る
の
に
刈
L
C

一幻

他
八
刀
酬
に
け
ま
る
功
、
円
一
ど
あ
る
f

E
気
泌
F
同
市
場
ご
は
所
有
一
分
離
が
川
喜
一
d

れ
ず
、
部
川

そ
の
州
旧
と

L
C指
fh
三
れ
る
の
は

電
気
昂
ぶ
十
川
ぬ
に
は
～
不
1

p
ソ
ク
開
抗
争
の
余
地
が
孜

れ
、
ま
た
五
%
店
前
山
地
に
お
げ
る
新
叶

1
ピ
ス
の
提
供
に
は
ネ
ッ
：
ワ

1
クとじゃノ
1υ

え
川
川
の
掠
t

荒
川
十
が
同
提
と
な
り
、

疋
混
血
弘

〕

ム
JノP

; >i'l9「2(11'3',] J 阪人U：吊JG2 (S ::;: 



,,ii 

の
垂
！
日
絞
ら
け
い
か
い
小
可
需
こ
音
f
Jら
れ
る
ロ
で
あ
る

－
」
れ
ば
ネ
プ
ト
ノ
？
力
ノ
お
よ
が
そ
れ
に
よ
り
認
供
さ
れ
る
＃
ピ
ス
の

い
リ
、
求
め
ら
れ
）
ゐ
税
引
改
唱
の
川
行
し
か
同
日
、
な
る
ニ
ヒ
ル
一
一
ボ
J
9
0

ゴ
桐

）
矧
U
U
川
口
町
引
が
ら
丹
初
約

E
Y
ト
お
け
ゐ

E
力
市
場
改
与
の
川
冷
淡
l
l
L
C

ρ
刊」

小
T

冗
山
山
化
丹
先
行
が
指
抗
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
コ

白
山
化
対
象
の
イ
弘
前
丸
京

を
漸
次
拡
大
し
、

日
治
を
達
成
？
一
ヲ
る
た
め
に
長
川
以
内
以
内
h
l
L
を
必
る
と
い
う
の
で
あ
る
込
町
道
料
と
い
っ
ポ
ー
ル
不
y
ク
幻
視
杭
に

3

3
？

1

：’
 

し

1

3

次
お
守
か
ら
第
一
次
情
令
へ
の
動

3
は
、
り
則
前
ア
ヶ
ト
一
ス
規
出
か
ら
、

よ
り
般
格
な
構
造
的
ア
ン
パ
ン
k

ル
判
川
市
へ

山り移〆
U
l
y
主
L
f

め
る
こ
と
が
ご
さ
る
J

規
制
攻
A
i
は
う
ず
寸
一
一

M

の
」
う
に
、
絞
戻
り
や
さ
な
い
つ
ん
と
て
ば
、
市
川
hリ
パ

UV
布
な
ど
、

f

で
に
恥
情
な
ア
ン
パ
ン
V
凡
が
な
さ
、
れ
た
加
即
位
同
が
、

i
T
O
ト
ば
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
の
よ
λ

な
特
僚
は

E
U
の
怯
院
は
、

マ
i

ス
ト
リ
ヒ
3

条
約
れ
か
叫
ん
二
反
に
j

ι
U
の
権
一
配

く
も
の
と
守
ん
る
ま
ず
、

r
ノ
、
付
与
作
民
の
原
川

。T
S
P
1
L〉
L

に
服
す
る
加
盗
阿
は

ιー
に
権
限
あ
付
与
、
九

E
U
は
付
k
J
され一一
j
f

梓い

阪
に
お
い
て
の
み
行
動
す
る
J

ま
た
、

己
じ
に
よ
る
そ
の
権
限
の
ぶ
伸
一
は
、

ス
ト
り
ヒ
ト
矢
勾
五
条

叫
一
具
に
よ
リ
、
「
泊
？
性
の

ヨリ

｛
一
て
ー

主
1
d
f

E
U
は
封
印
ヨ
ド

E
る
行
動
ー
か
巨
的
涜
戒
に
x八
分

で

あ

山
比
例
性
の
以
剥

に
服
す
る
、
情
完
刊
の
原
則
に
従
い

る
時
ム
l－L
浪
り

権
限
の
「
f
市
川
（
が
許
t

」
れ
る
一

第
二
次
指
令
J
H
A
d
め
、
市
h
心
市
場
内
規
制
は

ロ
マ
’
特
約
九
百
九
A

（
現
在
の

一
刈
条
）

仁
お
け
る
峨
均
J
市
場
詞

達
者
川
訟
の
接
む
を
松
処
と

っ
と
川
氏
ハ
す
権
限
の
一
吋
川
か
ら
見
L

だ
こ
の
よ
う
な
権
限
の
γ
ハ
明
険
性
、
ま
た
油
宍
叫
町
内
原

引
戸
よ
り

R
U
の
唄
制
改
非
は
凱
約
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ノ
竺
制
約
の
つ
の
例
は
加
山
国
凱
劃
流
関
心
独
占
は
刊
の
哨
山
也
で
あ
り

J
向

υ
、ハノ

つ
の
切
は
民
営
化
の
応
援

riJ
る
ι

に
あ

1s:0三IiI 'I. 3〕／以よ、it宇） liS (6111 



帯

市
川
例
は
、
加
盟
問
規
制
機
問
的
h
m
J
V
T
性
で
あ
る
J

第
二
次
冶
令
に
お
い
て
、
加
点
国
規
制
臨
時
間
は
ド
一
宇
R
u
－
－
か
ら
の
独

vrね
が
山
山

、
山
仇
卜
さ
れ
た
も
の
の
、

政
J

汁的心川川
z
i
M
H
が
岩
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ラ
事
主
君
か
り
の
独
す
性
子
確
保
す
る
F

」
ヒ
て
ヤ
と
す
7
心
不

口伝
ああ
ノサ ': CJ 

外手

次
打7
／、

政
府
が
事
業
主
に
梓
涜
的
判
刊
日
守

zー
す
る
場
合
に
、

ト
札
悶
斗
外
規
制
山
将
司
仁
政
治
的
独

υ
性
げ
か
必
要
と
与
れ
る
こ
と
は
明

釘
悶
“
国
税
引
問
問
問
問
に
政
治
山
独
立
性
を
民
求
す
む
υ

日

l
γ
条
約
九
力
条

現
去
の
は
川
機
能
条
約

四
条
」

-e 

"i! 
担
矢E

H可
制

る

宣トがか
寸＂

f：ご
Aよ＝、T ,, 
- " b ふ
らり I 
7えれ

ふ義
るJJ#i 
ハふj

'" 
f子

5
も
一
で
も

日
早
山
間
は
、

民
営
化
で
あ
ゐ
。
川
市

ア
ン
バ
ン
守
i

ル
の
宗
務
付
げ
の
刈

一
次
指
令
「
記
ハ
て
、
J

』
仙
川
同
化
し
て
い
な
い
で
叫
力
会
刊
は
、

主
外
で
あ
る

ヘ
川
和
二
次
出
入
υ
九
条
ー
ハ
現
行
他
方
、

第
一
一
次
情
令
も
ん
け
め
、

こ
れ
ま
で
の
抱
合
は
一
叉
宮
北
三
J

い
て
述
、
＼
る
と
二

民
営
化
が
注
反
し
て
い
な
い
切
開
問
が
存
ぶ
J
q
る
こ
レ
に
よ
り
、

い
つ

L
て
1

士
ハ
足
の
i
u九
」
が
経
保
さ
れ
な
い
お
そ
川
れ
が
存
十
寸
る
の
で
あ
る

E
u
m
p屯
々
一
市
場
に
ツ
一
γ

て
、
積
械
的
な
読
手
伝
の
流
川
が
な
さ
れ
る
の
は
、

一JU
道
、
、
、
つ

マペ
J
J
Gノロ

L

以内
r
川
化
が
送
波
し
た
加
限
凶
ー
と
、

市刀…
T
業
背
の
Mm争

以
上
の
ト
了
了
り
理
解
す
る
こ
と
が
F
～
き
る

E
U
に

お
い
仁
、
山
手
巾
斗
去
に
か
か
る
況
制
権
限
は
川
町
民
刊
規
制
限
院
に
を
ね
ら
れ
℃
お
り
、

4
 

コ
、
〆
ト
ロ
ル
で
き
る
に
す
主
右
か
う
た

ι
1
ν
べ
ん
イ
「
じ
は
HJム
リ
に
さ
り
出
川
終
的
に
そ
れ
を

Ellにj0'ci'.：立IJ;:j場合、，y,

セ
ク
タ
ー
別
調
主
ハ
は
、
品
抗
告
決
の
執
ノ
ノ
智
則
C
あ
る
規
則
一
己
主
山
口
ワ
の
一
J

灸
に
基
つ

司
叫
川
の
九
条
に
基
ハ
J

j

、所
F
円
分
離
を
吋
一
在
L
F
J
3
る
，
て
九
二
ト
メ
〆
ト
は
、
尖
民
的
に
は
、
叶
河
法
化
を
越
さ
な
い
お
一
次
指
令

案
の
止
持
滝
川
町
と
昨
べ
る
も
の
で
あ
っ
た

J
E
t
の
脱
税
改
手
法
、
事
茶
法
y
H
Z
F一
争
法
を
全
体
〆
ノ
こ
閉
め
な
け
れ
ば
珂
桝
が
γ
ハ
可
能

と
あ
る（

叩
て
仏
AVFdd
同
一
）
ご
Z
二
戸
d
cで
C
戸一一
c
f
T
J
C
一
ヤ
コ
ム
V「民
e
出
合
F
A
C

ご
J
h
七
二
コ

ε叫ん
2

2
一
時
〉
d

ユ
二
戸
三
一
V
2
2
C
2
3
一4
d
T
f】
吋

C
V一
三
戸
ヨ
ヌ
一
ズ
J
h
vセ

Y
F
2
2
z

円
。
ロ
去
の
正
宍
口
「
つ
司
b
m
m
y
』？江区、
H
E
C
F
E
のHwp
印
F
I
η
Z
H
防庁
m
c
F
E
C
M
W
へい只）
HR））一

F
w
m

（
訂
〕
｛
j

一
化
問
始
以
前
に
い
ね
い
亡
、
ず
U
作
品
η
電
十
立
場
は
洪
給
力
近
引
の
い
仏
尚
一
ド
ル
め
ハ
た
｛
Y曲
目

J
5
n
2
必
己

T
V
Z
J
S
g
u
t一〉】一
5
E
U｝

:oil i「2(11'3, -1 J 阪人：L吊JG2 (S :,0) 



コ

惇

。［Ne: "°'k lndu川口仁古川 ιchcEurnpc"n Union Eν＂＇＇＇＇培 Polic ！＂＇＂人 inM. FINGER & R II' KUN"IEKE, 

JN IERKA l JO'H'. Hミ'JI)！＼（〕＇JK川、 'iE'lWORK mus r i汀ESi＂υl l）、ιお！） 、糸、己トF 平沼よて｝斗ニゴコ＇＂＇諸手 。っ

.~，♀斗τ：込氏z 手二時「告書主j ＂ゐF 峠半日？持rt！判羊す JよJ C ゾム·~；：：士二＂＇ "2T.:c （弓；＇；＂＇¢正、＂＇＇、 Jト ト合·~＂＇.付J「（； CJ 三
ナ＂ o.1s; 主宰·o• ，＼；時 l亡。ジ；》仁川＆ Vi 刊し，.，；川 nut~： i丸山 '8)' ~＂；＇’在］斗ど杭判定な苦手z 2 E制令J議ぺ＝ナ，.C世JES軒 別

＂＂勺＂ト忙.•+j ＇記r:i:c去に .）＇）士ヘ＇＇＂＂ロト入 J十.＼＇ト、ト岩 ;;Ii: "' ＜＇~＂弓＇＇＂＇＇主隙~"-' ·~。 にc

l訂l IC口、廿こ二F ミ氏、：： J •.J :r, ，，，何日以k・;・;ci,・itvf《明【vrndhiti<vtivc吋： ，，，，，，山斗.. ,,. Hζ込主寄託＋［＇＼＇＼主ぐ C('Ct ＇~ 'D 

＇＂＂＂ーヘ；ρ！，•斗Jリ； ，.押！よ： 。、〕
(i(;; l:nnnvηi; ""'"' lrnm 1！γCmnmi><>ion A仁十一＞W明》 Poii;yfov五＂刊ι》円（()¥l (2!)07) h;•;d 

、、1
•D 

l、：•： 5，じ.IPidon & B. l Lew白川じLB;vond 'Li>bon' E¥J仁川npじ凶ユ仁じに，，， :h; F idd ,,, Ec;ugy Pofi;cv in B.DEL、ALXEI 4」
ill Ell. Ell E'JE!l(;y l AW i¥Nll l'Ol !LY lSSl'ES〔1〕12),,,, ＂出

lぷ l D. Gmdin, Twc川 y，~目。f l vbcrn li"cl.iovιoi 'ic1wmk Tncbc,nc> in tk European Unnn; When do We (;o !¥owコさ
い印iii),;t 1 
' CC' i Fingu & Lar "・rnuw.日p;aa》1t'c7, alと47，じmdin、＂＇P'"rnvむ：n，ιt'l. '"i'' ~·，＿）十J .'c'f':ラコトjニヰ士？与さ＂＂＇＇ i'"i-'

し＇，；；七人入三八三 L今一P~＇ ¥' "1＇ムゴ〈｛二セねG＇者二〈よ c;;宗主宰ニコヰh事：＼lli-<''c:go・;r,j . ＇＜豆Jγ吋斗J古＇.,, R' IW'li；やむ＂：！＇

＇＇~＜ 11 I ·1 ぷ＜＼~； l み閉さ？ζ い二ぐ（ぬ ii 封、＇＇~4三 点lハ

｛日l Dn出 iice t川沢削ノー1'lノLC,¥n. "' !""'" 10 

｛；ゴj ＆」tFmgt' & La1,moma, '" '"" nutc 27, ，ド :J5J, U l Obピロ ctal , Function;;, Sc parnti<n in l d目。Illl11G11叫，；，，，，， A 

仁＜1111¥)<cI辻＂＇＂ ,¥.valy;i>; of lcframu仁wrnlc¥mF (2>J0内， I. So<nc0 & P Sa；巴とnlnτビ1ec，，，＂＇＇＇＂＂＇＇＂＇旧民 E止 Ce<vci<v 叩 ζ1

r-iaturnl c.，お Ttm¥lnhuncl ing HりW Faeバトοuldltじりつ（21的とI);E. EHLE!lS, LLE仁！ Rll!Y矢代J)じA討メ〔I[コPLY
KETWοRK T!l¥T¥1 T河T;UNGT'J GERMc¥?¥Y, GTff人丁目filTMN,c¥?¥D TTTE ?¥FTTTEfd，，＼河口s、NDTHE I .ii W CJF 
T Hドトl＇相川ザ AKUKllJK Aじ（）＼！！＇Alミjポ）r¥（加1υ）c:t lお， h.Mo,;lk & ll, Ill以 k Vu.,i<・al Scparntioれ ιl～m

c¥pprn司ia'c Rceccdv 2]. El 'R. CCJ1'1f》L&PR¥CT削州川）｛お11). ~＇ ；；’リりlノミJン「 I＂ーヘ .JK 'J+j’三J.>J..' ¥o 

G旺宍＇i''1<cv''i'.l言明EE；令 、＂＂＇＇ぶ吋 ：古川一，，ノ 2t31よ之、己？二＂＇’ k＇＇~同ヒァ£4!)'' ＂＇~，；：， てバw」 c;と均巴て,7]~店名



必
一
一
作
ー
か
ら
、
木
ソ
ト
ワ

y
三
サ

J

ス
山
分
剖
が
、
電
気
4判官
h

川
ζ

比
較
し
と
む
し
ろ
閥
え
し
難
い
乙
す
る
、

2
R
z
v
r
件
勺

R
E
4

y

】｝》日笥「
I
C
寸《】沼へ片斗日爪一

コ
M
）
電
勺
凡
白
十
h
円
山
問
明
～
｛
t

い心｝
ν
y
、は
l
手
J～仁川νJ糾札
i

め
る
勺
f

ク
ヒ
ス
戸
一
凡
制
が
「
吋
わ
れ
、
〉
J
J
た
的
－
L
J刈

J
て
、
川
也
1

甘
一
y
2
d
市
場
に
お
い
て
は
、
弘
栴
一
次
指
，
、
ド
に
わ
十

る
ま
じ
必
ず
し
も
ア
ケ
七
ス
提
制
が
へ
つ
で
な
か
一
J
仁
、
f
指
摘

τ
る
一
九
四
梓
が
h
存
ず
る
子
工
吋
ヤ
ヤ
ん
Z

花
一
一
℃
芸
E
E
V
I
R
m
二
一
主
一
一
J
心
主

幼
仕
も
る
ア
ク
セ
ス
規
日
！
ミ
ノ
、
ヮ

l
ク
昨
～
札
T
7
9
保
准
L
た
と
も
、
空
一
三
与
一
丸
通
信
市
誌
で
は
厳
格
人

3
ノ
〆
ハ
シ
ド
ル
を
ぷ
め
の
必
協
な
く
、

ア
ケ
ル
一
三
周
制
で
分
で
あ
っ
手
J
f
J
N
一
川
一
え
ょ
っ
電
力
行
場
じ
お
け
る
止
声
続
行
わ
列
九
日
ド
つ
い
て
、
J
J
J
え
ば
己
2
5
3
目
玉
《
；
p
b
5
3

h
w
F
Y

江
戸
（
吉
永
ν

間”

ヘA
市
川
、
」
C
1
7
C
ぎ）ザ山戸一戸山
d

ヱコ一～↓乍ム
J

ご
司
メ
4
F

一一三

（
「
）
亡
店
主
匡
一
匹
℃
E
M
M
C
F
ぺ
戸
P
L
E
J
d
「
に
段
階
で
の
凶
臨
収
ヘ
を
飼
い
、
川
向
ゃ
い
ヰ
遅
延
さ
り
る
お
そ
れ
む
あ
る
一

ι
広一E－

（
品
、
子
匂
（
吉
一
三
－
x
】
判
除
去
2
2
J
r
y
U
3
3
5
二
丈
一
時
今
に
い
千
三
日
目
い
口

f

判
…
－
『
《
凶
竺
い
い
主
主

へ
山
ス
寸
ノ
ー

l
デ
シ
の
〈
5
3
『
乙
二
f
h
M

出
十
月
て
あ
り
、
ノ
？
タ
リ
r
山
I
X
E
守
、
ブ
ラ
シ
人
の
R
n
F
は
政
情
、
均
株
れ
へ
の
却
を
所
右
よ
る
一

h
H
U
ゴ
内
治
制
改
革
l

六
日
コ
F
的
民
引
い
た
ん
よ
台
む

y
－
ワ
シ
ヌ
い
な
り
る
辺
制
J
、
中
に
つ
い
て
、
熊
合
作
↓
ラ
／
ス
の
炉
問
先
民
レ
一
氏
一
上
品
”

、μ
一三
H

房
、
二
つ
ひ
ん
内
一
／
一
｝
R

M

i

h
ベヨ山

戸U
）
↓
〕
「
三
d
a
a
，
｝
一
d
h同
r
y
「
T
C
一
一
コ
ク
同
一
2
2
7
日
川
刀
ユ
2
2
5
ユ
H
P
H
J
Z
E
T
三
回
セ
ヨ
C
ヨ
刀
ハ
オ
芦
弓
《
V
『
可
コ
ザ
問
問
2
切
片
3
4
4
ユ
門
戸
三
円
、
一
元
三
－
2
H
b

｝
三
3
A
E
G
3
2
（
V
（
）
会
副
）
二
吋
｝
」
／
五
三
2
2
b
T
一
】
戸
一
吋
（
）
》
2
5
一
問
先
コ
ウ
一
L
－
v
q
E
r
E
2
0
U
℃
何
c
m
一
角
川
ふ
さ
町
一
て
M
A
L
L
g
H
Z
］
己
（
♂
宍
〔
エ
ニ
ア
訟
C
Z
｝｛

y

己円HHLHHJ門出片山C円一HkbvH円ミγUHV〆，（ぺ士
7
出
回
開
吋
H
H
H
J
、
何
い
r
H
K
山
間
同
開
門
ワ
ル
ヘ
N
C
口
吋
）
己
ヴ
A
W
σ
日

ヘ
バ
ご
小
畑
e

川
一
坦

3
5一
一
二
同
九
円
当
初
は
楕
椋
品
川
一
ぐ
は
々
～
h
v
J
h
投
手
法
執
行
こ
つ
い
て
、
転
換
門
戸
ど
な
；
ピ
d
は
七
ク
ゲ
？
引
説

得
で
あ
っ
た
2
2
2
コ
ロ
ハ
去
7
3
｝
5
コ
C犬

U
R
E
ニ
日
出
、
分
ι性
化
後
加
叫
品
目
別
争
当
日
i
h
る
右
右
H
J
J
J
U
U
凶
年
記
六
一
刀
も
討
苅
屯
さ

れ
る
F
Y
L
乍
つ
川
斗
z
v
－
N
《
4
3
で
三
一
｝
ア
ベ
才
会
〉
…
吾
一
一
ム
Z
d
u
c
、
同
月
っ
き
互
主
三
2
一
一
正
二
一
三
プ
生
河
台
き
お
V
3
2
1
－
v
F
A
M
ロ
つ
H
N
（
コ
プ
～
Zυ

為、

で市ん
h
F

（
マ
｝
凶
叶
ム
J

b
叶、日CC｝｝こ

日
一
部
二
次
指
令
は
、
新

L
L
一
凶
泣
か
一
夜
、
え
た
ア
ク
！
ヌ
規
則
記
長
己
A
W
E
A
V
E
H
い
（
）
叶
い
件
、
店
主
乞
」
つ
い
じ
、
加
問
回
開
制
法
同
ト
す
ず
し
ν

γ

＼
を
ば
ん
訂
が
決
定
の
破
事
£
4
4
寸
九
九
め
得
る
こ
州
況
で
す
る
〈
信
託
指
令
一
一
一
九
長
六
項
）

EUにおける屯｝） C~J~詩己k'i'·

＇！人／、 i');".')G2 (S !7) ifil'l「2(11:i. .1 J 



,,ii 

ヘ
日
以
句
作
〕
の
氏
一
肘
＝
Z
〔fJ内
Z
m
（I
（回一回】日前日
λ

主
占
こ
で
（
い
R
J

、初一

hmF
注
目
J
F
r
i

何－
hmF誌に

h
C
7凶可決で戸）日一ハザ｝（いい』
C
＼M
M

一
司
一
一
小
山
立
円
日
〈
C
J
d

｝ん3
ヌコ一
F

九州司戸コ
0
4
】コハ一一吉ぬ↓
7
4
3
白山旬、プ十一
J

F

Z

P宍

7

口C
C
H
J
d
7ペ

A
h
A
R
M
Z
r
c
z
n
持者三
7

口］ペハリムゴ件ハ】】《『ヨぷ見
2
づ
P
L
一句
ddd

神一ズ

何戸内長〈
F
2
2
｛三）
A

同
門
「
問
、
同
日
叶
車
二
次
指
与
主
；

J
Y
ん
寸
ノ
ブ
ノ
ス
と
い
っ
と
郡
明
川
町
が
反
川
川
、
す
心
い
で
、
f

翌
二
尻
市
人
キ
一
九

取
れ
（
し
か
本
指
ん
案
ド
町
〈
〈
一
一
：
心
的
問
国
十
宅
に
消
川
f

A

T

y

る
も
の

rあ
J

J

た
っ
コ
ミ
ン
i

メ
ノ
ト
が
に
利
一
豆
凶
に
ふ
l

孜
ー
す
る
か
が
千

わ
わ
し
た
最
近
の
事
hv

む
い
亡
、
以
川
町
法
裁
it
？
正
町
一
は
ー
司
法
者
去
の
詫
凶
ヘ
r
－山山
J

じ
し
、
を
目
、
ん
y

い
コ
ミ
J

I

メ
〆
！
？
の
広
L
比
国
一
一
つ
認
め
る

刊
川
町
内
を
示
L
て
し
ハ
W

（〔
C
3
2
Z
E
Cロ
〈
〉
一
3
7
F
F
】三戸ムエ戸＼（）叶℃（同（）】三、

ゴ
桐

お
わ
り
に

本
泊
二
、
①
投
資
イ
ン
ザ
〆
一
7
1
ブ
の
位
保

ソ
人
ワ
；
ク
と
サ
；
ピ
λ
の
特
件
、
の
JU

柿
光
性
原
田
カ
ら
の
制
約
レ
」
！
ぜ
も
っ
六

に
と
円
二
＼

、
比
較
示
・
比
較
制
皮
分
祈
の
山
提
少
な
る

ι
U
に
お
け
る
市
り
市
渇
の
司
制
改
平
か
ど
欣
さ
日
に
J

一」こ

だ
と
え
之
、
わ
が
阿
で
は
、

L
ゴ
7

J

J

同
供
拾
の
安
定
市
l
f
M
滑
川
昨
今
阿
古
ー
に
、
定
方
産
業
ト
キ
日
統
合
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
先
日
が
同

、2
J

】

カ
列

yj

電
力
川
局
に
お
け
る
ん
が
よ
江
強
力
な
7
ン
パ
ッ
ド
ル
か
求
め

供
給
の
安
定
刊
は
ア
ン
川
ン
ド
ル
を
積
極
的
じ
え
持
す
る
前
燃
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
2

九州

h 

'L 

る16. ~. 
っ o.、

胃、
よ

七
ii 

喝守
0、
’山、

ふーな

む】

・'・' 存
{L 
汚ト

る
；~ 

は E
なじ
し川λて
" は

〆
ノ｛

〆

ド
7レ
よ古

川町ズ

7坑

、、
「ル
♂う
れ

:J 
1 

。う

る

〆

（
す
な
わ
ち
川
右
仕
計
｝
〕

－P
J
f吋
3

す
：
、

！
7
J
h
H
i
 

右

J
主
〆
一
の
コ

J

セ
ン
リ
叶
ス

実
は
、
安
門
司
会
旬
、
一
治
j

有
汁
鋭
、

I
S
O
、

部
門
へ
の
校
安

μ
影
響
を
与
え
る
：
l
l
u巾
γ
な
M

こ
と
を
認
め
る
口
約
清
的
に
児
れ
ば
、
所
有
分
却
に
許
ん
往
生
は
あ
人
叫
が
、

I
1
り
、
こ
い
つ
た

7
J
パ
／
ド
ル
の
庶
民
に
よ
一
つ
て
は
、

し
か
し
必
ず

し
も
必
W
K
叫
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
し

E
リ
に
お
け
る
規
制
改
品
で
は
、

川
判
明
刈
川
門
甥
引
の
、
山
間
の
裁
口
早
を
小
さ
な
も

そ
う
す
る
と
、

の
に
し
、
川
照
刊
の
規
杭
に
ハ

l
そ
ナ
J

ゼ
l
～
ン
一
コ
ン
を
も
た
ら
す
こ
か
が
最
も
豆
町
公
ふ
政
東
川
市
匙
い
さ
れ
て
い
る
と
も
一
日
え
よ
う
－

IS :1三iil'L3〕／以よ、it宇） liS (61'1 

役
一
寸
中



{ c: 
存じ
イi に
ずお
る』T
Cつる
ご邑
あノJ
。心＇＇）
九〉
E士
十

：ェ

－
3
1
5、

iit

佐

H
E
締
結
的
問
題
じ
矢
巾
し
て
お
リ
、

山
地
ア
ザ
イ
ン
へ
の
問
、
い
が
な
か
っ
た
〆
の
也
U
惰

こ
の
よ
う
に
い
ιド
の
境
川
改
宇
法
、

市
場
へ
の
ん
I

人
は

唄
在
日
円

いいμ
ド
、
の
権
限
に
大
き
／
＼
J
f
じ
さ
れ
℃
き
れ
ん
J

先
仁
王
、
へ

f
ょ、っ

μ
、

一
叫
条
）

に
お
け
る
ほ
苅
引
場
開
吋
述
吋
判
中
止
の
接
近
を
以
拠
レ
せ

ロ

J

条
約
九
h
h
k

か
つ
て
E
U
に
よ
る
率
力

J

ゆ
る
ん
刀
苛
と
し
て
一
工
ネ
ル
ギ

1

同
一
r
H

山
凶
条

＼
山
引
先
、
一
町
川
被
能
条
約
四
条

羽
、ごL、dト

工
、
ネ
ル
よ

l
政
散
の
汀
訴
と
し
て

－
不
ル
手
｜
市
場
の
ぬ

J

P

一H

d
j
f
J
 

し
か
し
川
ス
ホ
〆

二
H
1
ず、

を
「
↓
ヲ
刀

1

H
d
l

一J
斗て

3

1

i

、lh

Eγ
と
抗
出
一
伝
が
権
限
会
一
十
八
有

え
山
引
が
ム
7
L…

ι
Uは、

L
7
い
ル
ド

1
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
町
布
H
持
続

よ
与
や
く
屯
川
市
場
の
規
制
改
z半
に
凶
採
の
松
山
悦
規
定
L
U
r
h
h
た
の
で
あ
る
し
か
し
け
川
河
に
、

E
U
の
電
力

ぷ一

市
場
改
革
三
「
様
々
な
公
共
政
策
か
川
、
／
い
ん
化
」
さ
れ
、
そ
の
折
泊
力
、
抑
制
力
は
さ
ら
に
住
雑
と
な
り
そ
う
で
あ
る
コ

法
確
刊
郎
、
供
給
の
安
定
注
批
昨
日
開
、
切
半
前
コ
ネ
ル

r
l

門
生
叶
4
4恥
工
ト
ル
よ
！
の
促
注
、

（
択
が
固
に
お
け
る
電
力
市
以
内
吃
Hip

－へ

E
U
のニ誠一
J

師
、

抑
制
力
b
h
r
L

う
か
に
1
f
叶叫認ト
q

る
こ
こ
が
u

皆
川
訟
で
あ
る

比
町
制
一
込
分
析
げ
が
な
さ
れ
、

制
改

ιの
黙
逗
＋
リ

る

」

は

t

一
裕
一
｛
J
凡
た
ト
士
、
な
堤

j, 

λ
宇
一
C
Zし
i

え
玉
ー
ザ
今
l
、

7
1
7
7
j

』
！
ィ
ー

が
国
に
お
け
る
電
力
山
地
改
平
が
泊
切
に
右
さ
れ
る
こ
と
や
期
待
し
た
い
f）

ET：にj0'ci'.c立IJ;:j場合、，y,

（
一
同
い
検
討
は
、
苛
vサ
一
貼
骨
組
、
一
巾
九
の
選
情
拒
」
な
と
ト
y

ば
ら
ば
Ahh
一
論
じ
コ
れ
る
一
）
と
心
事
前
ー
～
J

た
わ
が
凶
の
「
M

制
改
＃
に
、
共
通
の

評
価
山
を
f

J

え
？
戸
叶
か
け
一
な
る
と
ち
が
わ
れ
る

一
行
一
一
向
山
由
戸
町
刀
yw
己サニヘ戸コつ宍一三一山山片山い日

a

J

E
竺

ω

A

H

N

m

h

廿
分
離
し
て
の
目
の
γ

J
バ
ン
7
n

ル
の
方
法
と
4
一
じ
校
一
れ
ど

MVOE

斗
『
ヘ
J
M
m
c
E
3
4
1
2
2宗
主
E
M一

Z
J
J

き
と
こ
ビ
ピ
コ
ニ
一
三
r
一
一
一
石
弘
子
一

J
m
｛

5
5
5
5
5
7
P
2
4コ
5
芯
2
3
も
、
指
切
れ
が
世
け
戸
川
一
州
立
を
企
的
、
白
l
M柿

f
t
t
合

服

部

汲

発
丘
一
分
的
地
問

L
1
2収
vU
の
耐
究
の
レ
f

一
，
l
L
電
ん
中
央
研
山
北
町
子
会
経
済
州
ぃ
引
所
デ
ノ
ス
カ
ソ
シ
J

J

ベ

パ

i
日何日〈門戸
H
R

）段、

ヘ
ノ
二
牛
、
参
山
川
i
戸

オフ

＇＂＇日「 2(11'3.3J 阪人；L吊JG2 (S ''1) 



,,ii ゴ
桐

弓2cl 「バI"l 9, 

r
へ
人
民
人
＝
よ
万
一
n

川
町
め
心
こ
ζ
存
続
山
、
さ
と
す
る
ハ
ス
ニ
ユ
庁
、
内
同
氏
待
出
吉
岡
ロ
ゲ
ピ

F
Z区
じ
】
門
内
拘
置
、
宮
川
一
戸

A
Z
H
3
1
v
附

ハハ－
v－x
J
d
Z
戸
同
イ
ー

Jr
〈
グ
β

凶
じ
一
へ
ん
目
。
コ

υア
戸
一
月
】
Uベ

｝

V
M令

0
2
R
W
」
k
q
d
d

市
己
巳
v

戸
ヨ
ヨ
ロ
一
戸
。
山
口
二
一
見
守
叶

va一
万
〉
吋
ご
コ
ヴ
ム
山
吋
（
》
穴

K
ロ
ロ
（
ス
同

L
川
河
↓
同
γ
円円山阿川口
AW4

「
〆
J
3
4
（
心
（
戸
ど
二
一
日

ヤ
ミ
恒
υ
て
伶
「

※ 

コ
一
三
牛
一
月

5
H山J
楕
っ
十
人
い
は
討
打
法
人
品
目
鋭
h
J術
↑
引
先
伝
附
ハ
討
打
目
一
U
U九
助
成

に
よ
る
成
田
k

の

ハ）い寸区）

じ
あ
令
。

15:6〆.ZliI 'I. 3〕

lポ

／以よ、it宇） 6S (6 2(11 


